








令和４年度　日向市一般会計・特別会計歳入歳出決算審査意見

審査の対象

１ 令和４年度一般会計歳入歳出決算

２ 令和４年度特別会計歳入歳出決算

(１) 公営住宅事業特別会計歳入歳出決算

(２) 財光寺南土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算

(３) 城山墓園事業特別会計歳入歳出決算

(４) 簡易給水施設特別会計歳入歳出決算

(５) 国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

(６) 国民健康保険東郷診療所特別会計歳入歳出決算

(７) 介護保険事業特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算

(８) 日向入郷地域介護認定審査事業特別会計歳入歳出決算

(９) 後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算

３ 実質収支に関する調書

４ 財産に関する調書

審査の期間

令和５年７月２１日から８月５日まで

審査の方法

１

２

第１

第２

第３

　審査に当たっては、審査に付された一般会計及び特別会計の歳入歳出決算書及び附属

書類が、地方自治法等の関係法令の規定に基づいて作成されているか、計数は正確で適

正に表示されているかについて確認するとともに、予算は法令等に基づいて適切に執行

されているかなど予算の執行状況とその事務処理の適否等について審査した。

　審査は、関係諸帳簿と証拠書類等との照合のほか、必要に応じ関係職員からの説明を

求めるとともに、主な建設工事等については実地に現場を確認するなどして実施した。
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審査の結果

決算の概要

１　決算の総括

（１）決算の規模

表１　決算規模の比較表 （単位：円・％）

※

第４

　審査に付された一般会計及び特別会計の歳入歳出決算書及び附属書類は、いずれも関係

法令に準拠して作成されており、その計数においても正確で令和４年度における一般会計

及び特別会計の歳入歳出予算の執行状況は、おおむね適正であると認められた。

第５

　令和４年度の一般会計及び特別会計の歳入歳出決算額の規模及び前年度との比較は、次

のとおりである。

比    較    増    減

金額 （Ａ－Ｂ） 率

歳 一 般 会 計 33,645,874,153 35,375,927,583 △ 1,730,053,430 △ 4.9

入 特 別 会 計 14,068,146,095 14,213,187,671 △ 145,041,576 △ 1.0

（ａ） 合　　　計 47,714,020,248 49,589,115,254 △ 1,875,095,006 △ 3.8

歳 一 般 会 計 32,767,218,611 34,439,771,550 △ 1,672,552,939 △ 4.9

出 特 別 会 計 13,622,053,764 13,859,990,481 △ 237,936,717 △ 1.7

（ｂ） 合　　　計 46,389,272,375 48,299,762,031 △ 1,910,489,656 △ 4.0

差引 一 般 会 計 878,655,542 936,156,033 △ 57,500,491 △ 6.1

残額 特 別 会 計 446,092,331 353,197,190 92,895,141 26.3

（ａ－ｂ）合　　　計 1,324,747,873 1,289,353,223 35,394,650 2.7

上記の決算額の中には、一般会計から特別会計への繰出しが 1,951,934,197円あり、特別

会計から一般会計への繰出しが、90,017,921円ある。また、特別会計間の繰入れ繰出しが

20,914,626円ある。

区            分 令和４年度（Ａ） 令和３年度（Ｂ）
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（２）決算収支の状況

　令和４年度の決算収支の状況は次のとおりである。

表２　決算収支状況表 （単位：千円）

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

（３）市債の状況

表３　市債の借入・償還状況表 （単位：千円）

区                    分 一  般  会  計 特  別  会  計 合          計

歳 入 総 額 33,645,874 14,068,146 47,714,020

歳 出 総 額 32,767,219 13,622,053 46,389,272

差引残額（形式収支）(A-B) 878,655 446,093 1,324,748

翌年度 継 続 費 逓 次 繰 越 額 0 0 0

へ繰越 繰 越 明 許 費 繰 越 額 154,257 6,389 160,646

すべき 事 故 繰 越 し 繰 越 額 0 0 0

財 源 計  (D+E+F) 154,257 6,389 160,646

実 質 収 支 額 (C-G) 724,398 439,704 1,164,102

前 年 度 実 質 収 支 額 706,484 352,898 1,059,382

単 年 度 収 支 額 (H-I) 17,914 86,806 104,720

　実質収支額は、一般会計では 724,398千円、特別会計では 439,704千円の黒字決算と

なっている。なお、このうち地方自治法第２３３条の２の規定により一般会計 370,000

千円、特別会計 77,000千円が基金に繰入れられている。

　令和４年度の一般会計及び特別会計における市債の借入・償還の状況は次のとおりで、

令和４年度末の残高合計（元金のみ）は 31,041,341千円であり、前年度末の残高に比べ

2,014,565千円（6.1％）減少している。

会    計    別 前年度末残高 当年度借入額 当年度償還額 当年度末残高

一    般    会    計 32,571,154 1,386,673 3,385,952 30,571,875

特    別    会    計 484,752 92,500 107,786 469,466

公 営 住 宅 事 業 481,452 66,700 107,786 440,366

国 民 健 康 保 険
東 郷 診 療 所

3,300 25,800 0 29,100

合            計 33,055,906 1,479,173 3,493,738 31,041,341

内
訳
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（４）債務負担行為の状況

表４　債務負担行為の状況表 （単位：千円）

２　財政構造の状況

令和４年度の普通会計における財政構造について分析すると、次のとおりである。

（１）財政力指数

表５　財政力指数の推移表 （単位：千円）

　令和４年度一般会計の債務負担行為の状況は、次のとおりである。

左  の  財  源  内  訳

特定財源 一般財源

4,457,356 753,605 204,679 548,926 2,183,735

　令和５年度以降の支出予定額は、前年度（1,381,095千円）に比べ 802,640千円

（58.1％）増加している。これは主に、保育所等整備事業 232,614千円の皆減、日向市一

般廃棄物収集運搬業務委託料 161,813千円等の減少はあるものの、日向市資源回収業務

委託 236,869千円の増加、強靭化システム及びネットワーク更新に係る維持管理委託並び

にリース料 750,000千円、みやざき再生支援特別貸付等利子補給補助金 124,251千円の皆

増によるものである。

　「財政力指数」は、地方公共団体の財政力を示す指標で、普通交付税の算定に用いられ

た「基準財政収入額」を「基準財政需要額」で除した数値の過去３年間の平均値である。

この数値が高いほど財政に余裕があるとされている。

　令和４年度の財政力指数は、次のとおり 0.54で前年度と同率である。

区                   分 令和４年度 令和３年度 令和２年度

基 準 財 政 収 入 額 (A) 7,671,411 7,274,065 7,480,292

基 準 財 政 需 要 額 (B) 14,093,299 13,807,284 13,464,575

単年度財政力指数(A/B) 0.54 0.53 0.56

財 政 力 指 数 0.54 0.54 0.55

類 似 団 体 の 指 数 （未算定） 0.72 0.75

債務負担行為限度
額

令和４年度支出
額

令和５年度以降支
出予定額
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（２）経常収支比率

表６　経常収支比率の推移表 （単位：千円・％）

（３）公債費負担比率

表７　公債費負担比率の推移表 （単位：％）

　「経常収支比率」は、経常的経費（人件費・扶助費・公債費等の毎年経常的、義務的に

必要とされる経費）に充当された一般財源の額と、経常一般財源収入額（地方税・地方譲

与税・地方交付税等）との比率で、財政構造の弾力性を示す指標である。この比率が高い

ほど財政構造の硬直化が進んでいるとされている。

　令和４年度の経常収支比率は、次のとおり 88.9％で、前年度に比べ 1.1ポイント上昇

している。

区                     分 令和４年度 令和３年度 令和２年度

経常一般財源の経常的経費
充 当 額 (A)

経常一般財源収入額(B) 17,452,973 17,858,466 16,617,048

経 常 収 支 比 率 (A/B) 88.9 87.8 94.5

類 似 団 体 の 比 率 （未算定） 87.3 91.8

　「公債費負担比率」は、一般財源総額に対し公債費充当一般財源額がどの程度の割合に

なっているかを示す指標であり、この比率が高いほど一般財源の使途の自由度を制約する

ものとされている。

　令和４年度の公債費負担比率は、次のとおり 16.5％で、前年度に比べ 0.2ポイント低下

している。

区                   分 令和４年度 令和３年度 令和２年度

公 債 費 負 担 比 率 16.5 16.7 16.9

類 似 団 体 の 比 率 （未算定） 12.8 12.5

15,509,626 15,672,094 15,695,628
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第１　審査の対象

１　令和４年度　育英奨学金貸付基金

２　令和４年度　土地開発基金

３　令和４年度　優良雌牛貸付基金

第２　審査の期間

　令和５年５月３１日から７月１５日まで

第３　審査の方法

第４　審査の結果

令和４年度　日向市基金運用状況審査意見

　市長から審査に付された各基金の運用状況報告書により、関係課（かい）の諸帳票との照合

を行うとともに、関係職員から説明を聴取して審査した。

　審査に付された各基金の計数はいずれも正確であり、運用についてもおおむね適正である

と認められた。
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１　育英奨学金貸付基金

　当年度の運用状況は、次のとおりである。

（１）現  金 （単位：円）

① ② ③ ④

（２）貸付金 （単位：円）

① ② ③

収入率前年度対比

償還金未収額前年度対比

前年度末現在高 償 還 額 積 立 金 貸 付 額 当年度末現在高

　　①＋②＋③－④

167,636,977 16,587,000 6,000 5,640,000 178,589,977

前年度末現在高 貸　　付　　額 償　　還　　額 当年度末現在高

①＋②－③

77,528,023 5,640,000 16,587,000 66,581,023

　当年度は、前年度繰越額の現金 167,636,977円、貸付金 77,528,023円、

計 245,165,000円で運用を開始している。

　当年度の貸付額は 5,640,000円（高校生等 7人、大学生等 11人）で、前年度 

4,080,000円に比べ 1,560,000円増加している。また、償還額は調定額 24,466,624円（現年

度分 16,540,000円、滞納繰越分 7,926,624円）に対し、収入額 16,587,000円（現年度分 

14,374,000円、滞納繰越分 2,213,000円）で、収入率（合計）を前年度と比べると、次表の

とおり0.3ポイント減少している。積立金 6,000円は、運用収益である預金利息 5,182円に基

づくものである。

（単位：％）

現 年 度 分 86.9 87.5 △ 0.6

滞 納 繰 越 分 27.9 29.4 △ 1.5

合　   　計 67.8 68.1 △ 0.3

　償還金未収額は、次表のとおり前年度と比べて現年度分は増加、滞納繰越分は減少してい

る。基金の趣旨から、より一層の積極的な未収金回収に努められたい。

（単位：円）

現 年 度 分 2,166,000 2,081,000 85,000

滞 納 繰 越 分 5,071,624 5,845,624 △ 774,000

合　   　計 7,237,624 7,926,624 △ 689,000

　これらの運用の結果、当年度末の現在高は現金 178,589,977円、貸付金 66,581,023円、計

245,171,000円となっている。

区          分 令和４年度 令和３年度 増  減  率

区          分 令和４年度 令和３年度 増  減  額
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２　土地開発基金

　当年度の運用状況は、次のとおりである。

土地開発基金増減表

区     分 前年度末現在高 当年度中増 当年度中減 当年度末現在高

面 積 （㎡） 168,591 1,351 0 169,942

金 額 （円） 541,579,950 58,470,000 0 600,049,950

現　金 （円） 383,690,050 9,000 58,470,000 325,229,050

合　計 （円） 925,270,000 58,479,000 58,470,000 925,279,000

　当年度は、前年度繰越額の土地 541,579,950円（168,591㎡）、現金 383,690,050円で運用

を開始している。

　土地の増については、高砂通線改良事業（中町）用地 58,470,000円（1,351.58㎡）の取得

によるものである。

　当年度の現金の増については、土地売却収入はなく、基金運用収益の預金利息 8,740円に

基づく積立金 9,000円である。

　

　これらの運用の結果、当年度末の現在高は、現金 325,229,050円、土地 600,049,950円

　（169,942㎡）となっている。

　今後とも、基金の設置目的に基づき適正かつ効果的に運用されるよう努められたい。

　

　

土
地
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３　優良雌牛貸付基金

　

（１）現  金

（２）貸付金

① ② ③

未収額及び収入率 （単位：円・％）

　当年度の運用状況は、次のとおりである。

（単位：円）

前年度末現在高 償　　還　　額 貸　　付　　額 一般会計への繰出額 当年度末現在高

① ② ③ ④ ①＋②－③－④

20,920,000 0 0 20,920,000 0

（単位：円）

前年度末現在高 貸　　付　　額 償　　還　　額 当年度末現在高

①＋②－③

0 0 0 0

　当年度は、前年度繰越額の現金 20,920,000円、貸付金 0円、計 20,920,000円で運用を開始

している。

　当年度は、新たな貸付及び償還額ともにない。

区　　分 調　定　額 収　入　額 未　収　額 収入率

現 年 度 分 0 0 0 －

滞 納 繰 越 分 0 0 0 －

合　　計 0 0 0 －

　当年度末の現在高は、現金、貸付金 ともに0円となっている。

　当基金は、優良な繁殖雌牛の導入に係る資金を貸し付けることにより、優良雌牛の計画的な

導入を促進し、生産基盤強化を図ることを目的として設置されたものである。

　近年は、国の生産基盤拡大加速化事業補助金や市の養牛経営基盤強化対策事業補助金、農

業協同組合の優良雌牛保留奨励事業補助金等の活用が増加したことに伴い、利用者が減少

し、平成１６年度以降は利用がないことから、令和５年３月に条例を廃止し、基金残額は全て

一般会計に繰り出している。

　なお、基金の運用により生じた預金利息 1,543円は、令和４年度一般会計の財産運用収入、

利子及び配当金としている。
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